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川崎市外国人市民代表者会議
年次報告＜２０１７年度＞－概要版－

　資料１　



委員長・副委員長

国籍・地域 居住区 実行委員等

委員長 ヘイ　ジャフィ マレーシア 麻生区 情報・社会教育部会、臨時会実行委員長

副委員長 ケゼングア　エドワード　ムウィンビ ケニア 中原区 地域生活部会、臨時会副実行委員長

情報・社会教育部会 （部会長の他は五十音順）

国籍・地域 居住区 実行委員等

部会長 キースタ　ケーシー　ジェイ 米国 中原区 市民祭り

フィリピン 麻生区 ニューズレター

インド 川崎区 市民祭り

インドネシア 高津区 臨時会

韓国 中原区 臨時会

インド 川崎区 ニューズレター

ドイツ 多摩区 ニューズレター

ネパール 高津区 市民祭り

中国 幸区 市民祭り

台湾 宮前区 臨時会

レ　ベト　ギア　カン ベトナム 中原区 市民祭り

米国 幸区 臨時会

地域生活部会 （部会長の他は五十音順）

国籍・地域 居住区 実行委員等

部会長 金　スンオグ　（きむ　すんおぐ） 朝鮮 川崎区 ニューズレター

ブラジル 中原区 市民祭り

ブラジル 川崎区 市民祭り

中国 高津区 臨時会

中国 宮前区 臨時会

フィリピン 川崎区 臨時会

韓国 高津区 臨時会

ウクライナ 川崎区 ニューズレター

モーリシャス 高津区 市民祭り

中国 多摩区 ニューズレター

ロシア 宮前区 市民祭り

牟　鳳菊　（む　ふぉんち）

第１１期代表者名簿（４ページ）

名　　　　前

名　　　　前

ヴィラマー　ジェリー

サリ　アビシェク

スタント　イルワン

鈴木　イェレナ　（すずき　いぇれな）（～2017年9月）　

蒋　香梅　（しょう　こうめい）

タカハシ　ライゼール　ラモス

河　相宇　（は　さんう）

バルトコバ　オクサナ

徐　智妍　（そ　じよん）

チャクラヴァルティー　アルナンシュ

ディットマー　ダニエラ

ヒラチャン　アスカ

幕内　嘉 　（まくうち　かぶん）

ホサニ　アハマド　ユースフ

葉　元聡　（よう　げんそう）

ピーターソン　ケリー(～2017年8月）

名　　　　前

鎌田　ファチマ　（かまた　ふぁちま）

河本　ファビオ　良則　（かわもと　ふぁびお　よしのり）

韓　簫　（かん　しょう）
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Ⅰ 会議の報告（５～１８ページ） 

１ 会議開催概要（６～７ページ） 

会期 開催日／場所 代表者／傍聴者 

第１回 第１日（通算①） ２０１７年４月２３日／国際交流センター ２０人／０人

第２日（通算②） ２０１７年５月２１日／国際交流センター １７人／２人

第２回 第１日（通算③） ２０１７年６月２５日／国際交流センター １９人／３人

第２日（通算④） ２０１７年９月３日／国際交流センター １７人／１３人

第３回 第１日（通算⑤） ２０１７年１０月１５日／国際交流センター １７人／５人

臨時会 （通算⑥） ２０１７年１１月１９日／国際交流センター 参加者 約１００人

第３回 第２日（通算⑦） ２０１７年１２月１０日／国際交流センター １６人／４人

第４回 第１日（通算⑧） ２０１８年１月２１日／国際交流センター １７人／１人

第２日（通算⑨） ２０１８年２月１８日／国際交流センター １７人／１人

＊川崎市外国人市民代表者会議条例（平成8年川崎市条例第２５号） 

  第９条    会議の開催は、１年に４回とし、１回当たり２日とする。 

 ２ 前項の規定にかかわらず、委員長が必要と認めるときは、臨時の会議を開催することができる。 

２ 調査審議の内容（８～１８ページ） 

会議の運営（８～９ページ）

  （１）年間日程等の決定

  （２）正副委員長部会長会議の開催

調査審議で出された意見（１０～１３ページ）

≪情報・社会教育部会≫ 

（１）情報（市のホームページの改善）

（２）日本語学習

（３）外国人市民向けオリエンテーション

≪地域生活部会≫ 

（１）医療・病院

（２）防災・災害

（３）子育て支援

オープン会議（１４～１８ページ）

日時  ２０１７年１１月１９日 １４：００～１７：００

場所  国際交流センター １階 ホール

参加者 約１００人

第１部  開会、主催者及び川崎市あいさつ等

第２部  分科会

     分科会Aと分科会Bに分かれ、提言案について参加者と意見交換
      分科会A：「外国人向けオリエンテーション」
      分科会B：「保育園の申請」「避難所における多文化共生」
第３部  全体会
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Ⅱ 提言 （１９～３８ページ） 

 【１】外国人市民向けオリエンテーション （２０～２７ページ） 

外国人市民が自立した市民として、安心して生活が送れるよう支援する。 

１ 新たに転入してきた外国人市民を主な対象に、行政の制度や情報、生活を送る上でのルー

ルやマナー、川崎市の魅力などを説明するオリエンテーションを開催する。 

【２】災害時における多文化共生と外国人支援 （２８～３２ページ） 

災害時における避難所での多文化共生と外国人支援のための仕組みづくりを推進する。 

１ 外国人市民が日本人市民と協力して避難所の運営に関わることができるように、代表者会

議が作成した多言語版の「受付シート」を活用する。 

２ 避難所に来た外国人市民の情報や状況・状態などを正確に把握するために、一般財団法人

自治体国際化協会（以下CLAIRという）が作成した「多言語避難者登録カード」を活用する。 

３ 災害時の外国人支援のための様々なツールが確実に活用されるよう、CLAIRが作成したツ

ールの存在を各区の避難所運営マニュアルに記載する。（2007年度提言の補足意見） 

４ 日本語が不自由な外国人市民のために、代表者会議が作成した多言語版の「り災証明書交

付願≪記入ガイド≫」を活用する。 

【３】保育の利用申請 （３３～３８ページ） 

外国人市民の子育ておよび就労支援として、保育の利用申請をサポートするための多言語

による支援の充実を図る。 

１ 代表者会議が作成した多言語版の「保育案内【概要】」と「保育申請チェックリスト」を

活用する。 

２ 日本語が苦手な外国人市民のために、多言語に対応した相談の機会を設ける。 
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Ⅲ 各種活動状況 （３９～４８ページ） 

１ 市長・市議会への報告（３９ページ） 

２ オープン会議の企画・運営（４０ページ） 

３ ニューズレターの編集（４１～４２ページ） 

４ 行事への参加（４３～４５ページ） 

５ 代表者の活動状況（４６ページ） 

６ 専門調査員の活動状況（４７～４８ページ） 

Ⅳ 資料（４９～１２３ページ） 

１ 外国人住民人口統計（４９～５２ページ） 

２ 提出資料一覧（５３～５５ページ） 

３ 提言への市の取組状況（５６～１１３ページ） 

４ 外国人市民代表者会議のしくみ（１１４～１１５ページ） 

５ 条例・要綱・要領（１１６～１２３ページ） 

≪今後の予定≫ 

市議会への報告 

 ア 根拠 川崎市外国人市民代表者会議条例 第１１条第２項 

    「市長は、前項の規定による報告を受けたときは、議会に報告するとともに、これを公表するも

のとする。」 

イ 日程 ４月１８日（水） 正副議長へ報告、各議員へ配布 

       ４月２７日（金） 文教委員会へ報告 

       ５月下旬（予定） 文教委員会へ代表者会議正副委員長の参考人招致 
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